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本誌は、県民の皆様に山梨県子ども読書支援センターのことをより深く知っていただくため、 

当センターの事業や活動内容について情報発信するものです。 
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 山梨県子ども読書支援センター 2022.6.30 

学校支援セットを貸出しています。ぜひご利用ください！ 

山梨県子ども読書支援センターでは、小学校向け、中学校・高校向けの「学校支援セット」の貸出を

行っています。セットは大きく分けて3種類で、「調べるセット」、「朝の読書推進セット」、「こど

もにすすめたい本セット」があります。 

1学年につき1セット選ぶことができ、1か月間貸出ができます。セットの受取、返却は、県立図書館

に直接来館していただくか、県立図書館が指定する市町村立図書館（拠点館）にてお願いします。貸出

方法、各セットの内容の詳細については、ホームページをご覧ください。 

朝の読書や調べ学習、読書週間、学校図書館の選書の参考としてなど、読書活動の推進のために「学

校支援セット」をぜひ積極的にご活用ください。 

■ 「学校支援セット貸出」 

 URL : https://www.lib.pref.yamanashi.jp/kodomo_shien/shien_gakkou2.html  

こどもにすすめたい本セット2021（小学校中学年）▶ 

◀朝の読書推進セットA（小学校1・2年生向け） 

「調べるセット」は、調べ学習に役立つ本をテーマ毎に集め

ました。例えば、小学校向けの「山梨を知る」セットは、山梨

県の歴史や自然・地理、人物や富士山などに関する児童書が

セットになっています。他にも、世界・日本の偉人の伝記を集

めた「偉人」セット、植物や昆虫、動物の観察や飼育に役立つ

「自然観察」セットなど、さまざまなテーマのセットを貸出し

ています。 

「朝の読書推進セット」は、朝の読書活動におすすめのセット

です。『スーホの白い馬』や『エルマーのぼうけん』など、子ど

もたちに長く読み継がれる絵本や物語を年代別に集めました。 

 「こどもにすすめたい本セット」は、前年の1月から12月に出

版された本の中から県内の図書館員が選定した推薦図書リスト

「こどもにすすめたい本」を元に構成されています。新しい本を

借りたいというニーズに応えるセットです。 

◆調べるセット 山梨を知る（小学校向け）◆ 
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 『いいね！の本だな～小学校1・2年生編～』を発行しました。 

第1回 子どもの読書オープンカレッジを開催しました。 

 ◆加藤繁美氏◆ 

 ブックリスト「いいね！の本だな～小学校１・２年生編～」を発行しました。

絵本や物語、科学の本など、小学校１・２年生におすすめの本50冊を紹介して

います。子どもたちが自分で本を選ぶときに使うことができるリストです。ブッ

クリストは県立図書館内で配布しているほか、ホームページからもダウンロード

できます。ぜひご活用ください。 

■ 「いいね！の本だな～小学校１・２年生編～」  

 URL：https://www.lib.pref.yamanashi.jp/kodomo_shien/shien_hakkou.html 

「こどもの読書週間記念イベント2022」を開催しました。 

 4月16日（土）から5月13日（金）まで「こどもの読書週間記念イベント

2022」を開催し、「こどもにすすめたい本2022」に選定された本の展示

を行いました。また、4月17日（日）と5月7日（日）の「とことこおはなし

会」では、選定された絵本の中から読み聞かせをしました。冊子『こどもに

すすめたい本2022』は、県立図書館内で配布しており、またホームページ

からもご覧いただけます。ぜひご利用ください。   

 ◆展示の様子◆ 

 令和4年5月26日（木）に、「子どもの発達と物語 ―「物語る主体」の形成と絵本・児童文学の役割

―」と題して、山梨大学名誉教授の加藤繁美氏を講師に迎え、講座を実施しました。子どもと関わる仕

事に就いている方や、子どもの読書活動に関心のある方など、47名の参加がありました。 

  今回の講座では、人が自分の人生を意味づけて、自分らしく生きるため

にも大切な「物語る」力についてお話をいただきました。子どもが幼い頃か

らどのような能力を伸ばしていくのかという発達に関することや、「物語

る」力より「論理―科学的思考」を重視してきた学校教育の問題、その問題

に対して絵本・児童文学が果たしてきた役割を学び、子どもの育ちというも

のを考える機会となりました。 

 参加者からは、「子どもの頃の「物語る」力を育てる為に、絵本という存

在がとても大きな役割を果たしているということを学ばせて頂きました」、

「子どもたちが自分の物語をつくっていけるような関わりをしていきたいと

思いました」などの感想が寄せられました。  

■ 『こどもにすすめたい本2022』 

 URL :  https://www.lib.pref.yamanashi.jp/hakkou/h_kodomo/2022.html 


